
２００６－７－１６

茨城県鹿島ハイツスポーツプラザ

第45関東実業団対抗テニストーナメント（ビジネスパル･テニス関東大会）記録

最終順位表

【男子】 【女子】

順位 所属 チーム名 順位 所属 チーム名

優勝 東京 リコー大森 優勝 東京 ゴールドマ・サックス証券

準優勝 埼玉 長谷川香料 準優勝 千葉 日本航空

３位 神奈川 ＮＥＣ・玉川 ３位 神奈川 三菱電機エンジニアリング

４位 茨城 日立製作所・佐和 ４位 埼玉 アベンティス

５位 千葉 ＪＦＥスチール千葉 ５位 茨城 茨城県庁

６位 栃木 栃木県庁 ６位 栃木 ＫＤＤＩ

７位 千葉 新日本建設 ７位 群馬 群馬銀行

８位 茨城 日本原子力研究開発機構 ８位 山梨 東京エレクトロン

９位 神奈川 山武 ※太字は第45回全国実業団対抗テニス大会に出場。

１０位 栃木 足利銀行

１１位 埼玉 坂戸市役所

１２位 群馬 ルネサステクノロジ

１３位 山梨 山梨県庁

１４位 東京 東芝本社

１５位 群馬 三洋電機

１６位 山梨 南アルプス市役所

※太字は第45回全国実業団対抗テニス大会に出場。



第45回関東実業団対抗テニストーナメント記録 ２００６－７－１５,１６
（ビジネスパル･テニス関東大会） 茨城県鹿島ハイツスポーツプラザ

【　男　子　】

シード順位(前回１～４位の地域)
１．東芝本社 東京
２．リコー大森 東京

２－１ ３．新日本建設 千葉
４．ＮＥＣ・玉川 神奈川

２－０

２－１

２－１

２－１

２－１

《 優勝 》
２－１

２－０

日立製作所・佐和

２－１

日立製作所・佐和

２－０

３－０

２－０

２－１

２－０

３－０

【３位決定戦】

《 ３位 》

２－０

リコー大森

ＮＥＣ・玉川

長谷川香料

5 神奈川ＮＥＣ・玉川

リコー大森

10 茨城

リコー大森

リコー大森

新日本建設

山　武

日本原子力
研究開発機構

日立製作所・佐和

新 日 本 建 設 千葉

三 洋 電 機

長 谷 川 香 料 埼玉

日 立 製 作 所 ・ 佐 和 茨城

群馬

日 本 原 子 力
研 究 開 発 機 構

茨城

南 ア ル プ ス 市 役 所 山梨

坂 戸 市 役 所 埼玉

山 梨 県 庁 山梨

山 武 神奈川

栃 木 県 庁 栃木

ル ネ サ ス テ ク ノ ロ ジ 群馬

千葉

（準決勝）

ＮＥＣ・玉川

長谷川香料

Ｎ Ｅ Ｃ ・ 玉 川 神奈川

ＮＥＣ・玉川

長谷川香料

（決勝）

足 利 銀 行 栃木

足利銀行

（1回戦） （2回戦）

16 リ コ ー 大 森 東京

14

15

12

Ｊ Ｆ Ｅ ス チ ー ル 千 葉

13

10

11

8

9

6

7

4

5

3

1 東 芝 本 社 東京

2



第45回関東実業団対抗テニストーナメント記録 ２００６－７－１５,１６
（ビジネスパル･テニス関東大会） 茨城県鹿島ハイツスポーツプラザ

【　男　子　フィードインコンソレーション　】

２－１

２－１

２－０

ルネサステクノロジ

２－１

２－０
《 ５位 》

２－1

日本原子力
研究開発機構

２－１

２－１

２－1

２－１

２－０

【 ７位決定戦 】 【 ９位決定戦 】
《 ７位 》

２－１
２－１ 《 ９位 》

【 １１位決定戦 】 ２－１
《 １１位 》

２－１
２－０

【 １３位決定戦 】
【 １５位決定戦 】

《 １５位 》 《 １３位 》

２－０
２－１

２－1

２－０

山　武

ＪＦＥスチール
千葉

ＪＦＥスチール
千葉

山　武

東芝本社

足利銀行

足 利 銀 行

栃木県庁

山梨県庁

栃木県庁

神奈川山 武

6 群馬
ル ネ サ ス
テ ク ノ ロ ジ

埼玉坂 戸 市 役所

2

7 三 洋 電 機 群馬

9 南アルプス市役所 山梨

6 ルネサステクノロジ 群馬

11 坂 戸 市 役 所 埼玉

4 ＪＦＥスチール千葉 千葉

13 山 武 神奈川

1

12

8

6

7

2

12

8

新 日 本 建 設

坂 戸 市 役 所

足 利 銀 行

14

15

9

11

千葉

日 本 原 子 力
研 究 開 発 機 構

茨城

南アルプス市役所 山梨

（3回戦） （4回戦）

三 洋 電 機 群馬

（1回戦） （2回戦）

ルネサステクノロジ 群馬

東 芝 本 社 東京

埼玉

栃 木 県 庁 栃木

山 梨 県 庁 山梨

三洋電機

新 日 本 建 設 千葉

日 本 原 子 力
研 究 開 発 機 構

茨城

坂戸市役所

新日本建設

15

栃木

9 山梨
南アルプス市
役 所

1

7 群馬三 洋 電 機

東京

山梨山 梨 県 庁

東 芝 本 社

栃木

山梨県庁

ＪＦＥスチール
千葉

栃木県庁

ＪＦＥスチール
千葉

坂戸市役所

新日本建設

11

13



第45回関東実業団対抗テニストーナメント記録 ２００６－７－１５,１６
（ビジネスパル･テニス関東大会） 茨城県鹿島ハイツスポーツプラザ

【　女　子　】

シード順位（前回１位・２位の地域）
１日本航空 千葉
２ゴールドマン・サックス証券 東京

２－１

２－１

《 優勝 》
２－１

２－０

２－１

２－０

３－０

【　女　子　フィードインコンソレーション】

２－１

《 ３位 》
２－１

三菱電機
エンジニアリング

２－１

２－０ 三菱電機
エンジニアリング

２－１

【５位決定戦】 《 ５位 》

茨城県庁

２－０

【７位決定戦】 《 ７位 》

群馬銀行

２－０

ゴールドマン

アベンティス

アベンティス

（3回戦）

ＫＤＤＩ

日本航空

ゴールドマン
・サックス証券

茨城県庁

ゴールドマン
・サックス証券

（1回戦） （2回戦）

3 群 馬 銀 行 群馬

7

茨 城 県 庁 茨城

Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 栃木

三 菱 電 機
エ ン ジ ニ ア リ ン グ

神奈川

2

3

東 京 エ レ ク ト ロ ン 山梨

群 馬 銀 行 群馬

6 東 京 エ レ ク ト ロ ン 山梨

3 群 馬 銀 行 群馬

6

7

4

5

1 日 本 航 空 千葉

2

8

5

7 Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 栃木

4

5

6

三 菱 電 機
エ ン ジ ニ ア リ ン グ

神奈川

（決勝）

ア ベ ン テ ィ ス 埼玉

日本航空

三菱電機
エンジニアリング

（1回戦） （準決勝）

・サックス証券

茨 城 県 庁 茨城

東 京 エ レ ク ト ロ ン 山梨

Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 栃木

ゴールドマン・サックス
証 券

東京

茨 城 県 庁 茨城

ア ベ ン テ ィ ス 埼玉



第45回関東実業団対抗テニストーナメント（ビジネスパル・テニス関東大会）・記録 ２００６－７－１５
＜第１日＞ 茨城県鹿島ハイツスポーツプラザ

男子【１回戦】

1.東芝本社 １－２ ○ 2.足利銀行 3.長谷川香料 ○ ２－１ 4.ＪＦＥスチール千葉

Ｄ２ 西尾昌信 ５－８ ○ 阿久津渉 Ｄ２ 福島弘光 ○ ８－３ 寺畠知道
小森勇武 中村紀昭 中村和明 新田純也

Ｄ１ 後　正工 ○ ８－５ 茂木憲二 Ｄ１ 井上憲紀 ６－８ ○ 佐藤武男
森田泰弘 渡部英明 多胡友之 寺澤健太郎

Ｓ 入沢寿史 ５－８ ○ 関根庄二 Ｓ 渡辺祐之 ○ ９－８ 近藤孝司
<5>

5.ＮＥＣ玉川 ○ ２－１ 6.ルネサステクノロジ 7.三洋電機 １－２ ○ 8.原科研

Ｄ２ 逸見佳弘 ○ ８－５ 石井広美 Ｄ２ 清村啓一 １－８ ○ 加治芳行
村井幸太 佐藤　浩 宮嶋健一 菊地正彦

Ｄ１ 竹花　吏 ○ ８－２ 山田精一 Ｄ１ 茂木　弘 ６－８ ○ 天野英俊
嶋田昌生 三田和美 間々田隆男 蛭田敏仁

Ｓ 高橋　淳 Ret６－３ ○ 長谷川正美 Ｓ 市川紀博 ○ ８－１ 平根篤志

9.南アルプス市役所 １－２ ○ 10.日立製作所・佐和 11.坂戸市役所 ０－３ ○ 12.新日本建設

Ｄ２ 笹本朝裕 １－８ ○ 原田健一 Ｄ２ 守屋邦生 ３－８ ○ 長野重雄
中込達也 池田仁也 古野真澄 広田定貢

Ｄ１ 名執秀樹 ２－８ ○ 中野祐二 Ｄ１ 澤田一成 ６－８ ○ 木津　進
宮川聡史 戸祭康弘 井上　晋 川浦　高

Ｓ 若尾貴洋 ○ ８－４ 大杉幹雄 Ｓ 中田真一 ４－８ ○ 結城　学

13.山武 ○ ２－１ 14.栃木県庁 15.山梨県庁 ０－３ ○ 16.リコー大森

Ｄ２ 福山　隆 ２－８ ○ 法師人行雄 Ｄ２ 水上浩之 ０－８ ○ 小田切祐二
八尾健史 金子隆行 津金和貴 平川晴信

Ｄ１ 山口友哉 ○ ８－４ 鈴木秀男 Ｄ１ 佐野　健 ３－８ ○ 塩沢正樹
水上　正 小林裕幸 宮川和博 前田博之

Ｓ 加藤元啓 ○ ９－８ 阿久津定之 Ｓ 篠原　宏 ０－８ ○ 伊佐治正章
<10>

男子【２回戦】

2.足利銀行 ０－２ ○ 3.長谷川香料 5.ＮＥＣ玉川 ○ ２－１ 8.原科研

Ｄ２ 関口泰男 １－８ ○ 福島弘光 Ｄ２ 石河　剛 ○ ９－７ 菊地正彦
茂木憲二 中村和明 鈴木照晃 加治芳行

Ｄ１ 阿久津渉 ７－９ ○ 井上憲紀 Ｄ１ 竹花　吏 １－８ ○ 天野英俊
中村紀昭 多胡友之 嶋田昌生 蛭田敏仁

Ｓ 関根庄二 打切り 渡辺祐之 Ｓ 高橋　淳 ○ ８－３ 平根篤志

10.日立製作所・佐和 ○ ２－０ 12.新日本建設 13.山武 ０－２ ○ 16.リコー大森

Ｄ２ 池田仁也 ○ ８－２ 木津　進 Ｄ２ 山口友哉 ３－８ ○ 塩沢正樹
原田健一 川浦　高 水上　正 前田博之

Ｄ１ 中野祐二 ○ ８－６ 長野重雄 Ｄ１ 千村暢孝 １－８ ○ 小田切祐二
大杉幹雄 広田定貢 加藤瑞樹 平川晴信

Ｓ 戸祭康弘 １－１ 結城　学 Ｓ 加藤元啓 １－１ 伊佐治正章
打切り 打切り



第45回関東実業団対抗テニストーナメント（ビジネスパル・テニス関東大会）・記録 ２００６－７－１５
＜第１日＞ 茨城県鹿島ハイツスポーツプラザ

男子【フィードインコンソレーション　１回戦】

ａ 1.東芝本社 １－２ ○ 4.ＪＦＥスチール千葉 ｂ 6.ルネサステクノロジ ○ ２－１ 7.三洋電機

Ｄ２ 入沢寿史 ４－８ ○ 近藤孝司 Ｄ２ 石井広美 ○ ８－６ 清村啓一
入枝重文 寺畠知道 佐藤　浩 宮嶋健一

Ｄ１ 西尾昌信 ○ ８－６ 斉藤　篤 Ｄ１ 山田精一 ○ ８－４ 茂木　弘
後　正工 新田純也 三田和美 間々田隆男

Ｓ 小森勇武 ５－８ ○ 寺澤健太郎 Ｓ 藤井裕二 ３－８ ○ 市川紀博

ｃ 9.南アルプス市役所 １－２ ○ 11.坂戸市役所 ｄ 14.栃木県庁 ○ ２－１ 15.山梨県庁

Ｄ２ 笹本朝裕 ○ ８－６ 細野　一 Ｄ２ 金子隆行 ６－８ ○ 佐野　健
中込達也 古野真澄 法師人行雄 宮川和博

Ｄ１ 名執秀樹 １－８ ○ 中田真一 Ｄ１ 阿久津定之 ○ ８－１ 水上浩之
宮川聡史 守屋邦生 小林裕幸 津金和貴

Ｓ 若尾貴洋 ６－８ ○ 井上　晋 Ｓ 江連雅晴 ○ ８－２ 鎌田健義

男子【フィードインコンソレーション　２回戦】

e 13.山武 １－２ ○ 4.ＪＦＥスチール千葉 ｆ 6.ルネサステクノロジ ０－２ ○ 12.新日本建設

Ｄ２ 加藤元啓 ○ ８－５ 斉藤　篤 Ｄ２ 石井広美 ２－８ ○ 長野重雄
福山　隆 新田純也 佐藤　浩 広田定貢

Ｄ１ 山口友哉 ６－８ ○ 寺畠知道 Ｄ１ 山田精一 ７－９ ○ 木津　進
水上　正 佐藤武男 三田和美 川浦　高

Ｓ 加藤瑞樹 ０－８ ○ 寺澤健太郎 Ｓ 長谷川正美 １－０ 結城　学
打切り

g 8.原科研 ○ ２－１ 11.坂戸市役所 ｈ 14.栃木県庁 ○ ２－０ 2.足利銀行

Ｄ２ 菊地正彦 ○ ８－３ 澤田一成 Ｄ２ 鈴木秀男 ○ ８－５ 阿久津渉
平根篤志 井上　晋 小林裕幸 中村紀昭

Ｄ１ 天野英俊 ３－８ ○ 守屋邦生 Ｄ１ 金子隆行 ○ ８－４ 関口泰男
蛭田敏仁 古野真澄 法師人行雄 渡部英明

Ｓ 佐藤達彦 ○ ８－４ 中田真一 Ｓ 阿久津定之 １－１ 関根庄二
打切り

男子【フィードインコンソレーション　１３～１６位決定戦】

ｍ 1.東芝本社 ○ ２－０ 7.三洋電機 ｎ 9.南アルプス市役所 ０－２ ○ 15.山梨県庁

Ｄ２ 西尾昌信 ○ ８－３ 清村啓一 Ｄ２ 笹本朝裕 ４－８ ○ 佐野　健
入枝重文 宮嶋健一 中込達也 宮川和博

Ｄ１ 入沢寿史 ○ ８－４ 茂木　弘 Ｄ１ 名執秀樹 ５－８ ○ 水上浩之
森田泰弘 間々田隆男 宮川聡史 津金和貴

Ｓ 小森勇武 打切り 市川紀博 Ｓ 若尾貴洋 打切り 篠原　宏



第45回関東実業団対抗テニストーナメント（ビジネスパル・テニス関東大会）・記録 ２００６－７－１６
＜第２日＞ 茨城県鹿島ハイツスポーツプラザ

男子【準決勝】
3.長谷川香料 ○ ２－１ 5.ＮＥＣ玉川 10.日立製作所・佐和 ０－２ ○ 16.リコー大森

Ｄ２ 福島弘光 ○ ８－３ 鈴木照晃 Ｄ２ 池田仁也 ４－８ ○ 瀧　友彦
中村和明 石河　剛 原田健一 前田博之

Ｄ１ 井上憲紀 ４－８ ○ 竹花　吏 Ｄ１ 中野祐二 ８－９ ○ 小田切祐二
多胡友之 嶋田昌生 大杉幹雄 <5> 平川晴信

Ｓ 渡辺祐之 ○ ８－２ 高橋　淳 Ｓ 戸祭康弘 ３－０ 伊佐治正章
打切り

男子【決勝】 男子【３位決定戦】
3.長谷川香料 ０－２ ○ 16.リコー大森 5.ＮＥＣ玉川 ○ ２－０ 10.日立製作所・佐和

Ｄ２ 福島弘光 ４－８ ○ 塩澤正樹 Ｄ２ 高橋　淳 ○ ８－６ 金丸恭弘
中村和明 前田博之 石河　剛 篠原雅之

Ｄ１ 井上憲紀 ５－８ ○ 小田切祐二 Ｄ１ 逸見佳弘 ○ ８－６ 中野祐二
多胡友之 平川晴信 村井幸太 大杉幹雄

Ｓ 渡辺祐之 打切り 伊佐治正章 Ｓ 菅野喜久 打切り 戸祭康弘

男子【フィードインコンソレーション　３回戦】
4.ＪＦＥスチール千葉 ○ ２－０ 12.新日本建設 8.原科研 １－２ ○ 14.栃木県庁

Ｄ２ 近藤孝司 ○ ８－６ 長野重雄 Ｄ２ 菊地正彦 ○ ８－６ 鈴木秀男
寺畠知道 結城　学 平根篤志 小林裕幸

Ｄ１ 斉藤　篤 ○ ８－６ 木津　進 Ｄ１ 天野英俊 ８－９ ○ 法師人行雄
新田純也 川浦　高 蛭田敏仁 <5> 江連雅晴

Ｓ 寺澤健太郎 打切り 広田定貢 Ｓ 佐藤達彦 ２－８ ○ 阿久津定之

男子【５位決定戦】 男子【７位決定戦】
4.ＪＦＥスチール千葉 ○ ２－１ 14.栃木県庁 12.新日本建設 ○ ２－１ 8.原科研

Ｄ２ 寺澤健太郎 ○ ８－１ 鈴木秀男 Ｄ２ 長野重雄 ○ ８－１ 菊地正彦
寺畠知道 小林裕幸 広田定貢 平根篤志

Ｄ１ 長島　智 ４－８ ○ 法師人行雄 Ｄ１ 木津　進 ４－８ ○ 天野英俊
佐藤武男 江連雅晴 川浦　高 蛭田敏仁

Ｓ 近藤孝司 ○ ８－６ 阿久津定之 Ｓ 結城　学 ○ ８－２ 佐藤達彦

男子【フィードインコンソレーション　９～１２位決定戦】
ｋ 13.山武 ○ ２－１ 6.ルネサステクノロジ ｌ 11.坂戸市役所 １－２ ○ 2.足利銀行

Ｄ２ 山口友哉 ５－８ ○ 石井広美 Ｄ２ 澤田一成 ○ ８－４ 関口泰男
鈴木　伸 佐藤　浩 井上　晋 茂木憲二

Ｄ１ 加藤元啓 ○ ８－４ 山田精一 Ｄ１ 中田真一 ８－９ ○ 阿久津渉
内田佳克 三田和美 守屋邦生 <2> 中村紀昭

Ｓ 八尾健史 ○ ８－２ 長谷川正美 Ｓ 古野真澄 ６－８ ○ 関根庄二

男子【９位決定戦】 男子【１１位決定戦】
13.山武 ○ ２－１ 2.足利銀行 6.ルネサステクノロジ ０－２ ○ 11.坂戸市役所

Ｄ２ 鈴木　伸 ５－８ ○ 阿久津渉 Ｄ２ 長谷川正美 ３－８ ○ 澤田一成
内田佳克 中村紀昭 藤井裕二 守屋邦生

Ｄ１ 内田佳克 ○ ８－２ 渡部英明 Ｄ１ 山田精一 ５－７ 中田真一
千村暢孝 関口泰男 三田和美 打切り 古野真澄

Ｓ 山口友哉 ○ ８－４ 関根庄二 Ｓ 佐藤　浩 １－８ ○ 井上　晋

男子【１３位決定戦】 男子【１５位決定戦】
1.東芝本社 １－２ ○ 15.山梨県庁 7.三洋電機 ○ ２－１ 9.南アルプス市役所

Ｄ２ 西尾昌信 ○ ８－４ 水上浩之 Ｄ２ 宮嶋健一 ３－８ ○ 笹本朝裕
後　正工 津金和貴 清村啓一 中込達也

Ｄ１ 入沢寿史 ４－８ ○ 佐野　健 Ｄ１ 市川紀博 ○ ８－１ 名執秀樹
入枝重文 宮川和博 金子道隆 宮川聡史

Ｓ 小森勇武 ５－８ ○ 篠原　宏 Ｓ 間々田隆男 ○ ８－３ 若尾貴洋



第45回関東実業団対抗テニストーナメント（ビジネスパル・テニス関東大会）・記録 ２００６－７－１５

＜第１日＞ 茨城県鹿島ハイツスポーツプラザ

女子【１回戦】

1.日本航空 ○ ２－１ 2.アベンティス 3.群馬銀行 １－２ ○
4.　三菱電機

エンジニアリング

Ｄ２ 綿野麗子 ○ ８－０ 吉田千恵 Ｄ２ 菅野めぐみ ○ ８－６ 大野弥生
金児洋子 小山かおる 山口洋子 稲葉友紀

Ｄ１ 泉谷美樹 ６－８ ○ 今尾幸子 Ｄ１ 田村佳子 ５－８ ○ 横田由佳
逢坂理恵 安達晶子 岡田久美子 青木泉

Ｓ 内藤　歩 ○ ８－０ 市川美織 Ｓ 山崎理沙 ２－８ ○ 松本幸恵

5.茨城県庁 ○ ２－１ 6.東京エレクトロン 7.ＫＤＤＩ ０－３ ○
8.ゴールドマン・
サックス証券

Ｄ２ 朝比奈政子 ○ ８－２ 秋山ひとみ Ｄ２ 江間雅子 １－８ ○ 小倉美乃
新山絹子 宮坂美香 大山玲恵 萩本美貴

Ｄ１ 穐山孝子 ○ ８－０ 浅川好美 Ｄ１ 大島文子 ０－８ ○ 酒井麻有果
高松みよ子 佐野真弓 塚田真弓 深澤由香里

Ｓ 渡部麻美 ３－８ ○ 大原みのり Ｓ 藤江敦子 １－８ ○ 柳井由紀

女子【準決勝】

1.日本航空 ○ ２－１
4.　三菱電機

エンジニアリング
5.茨城県庁 ０－２ ○

8.ゴールドマン・
サックス証券

Ｄ２ 綿野麗子 ○ ９－８ 大野弥生 Ｄ２ 朝比奈政子 ３－８ ○ 酒井麻有果
岡崎　愛 <5> 稲葉友紀 新山絹子 萩本美貴

Ｄ１ 泉谷美樹 ２－８ ○ 松本幸恵 Ｄ１ 穐山孝子 ２－８ ○ 柳井由紀
逢坂理恵 横田由佳 高松みよ子 深澤由香里

Ｓ 内藤　歩 ○ ８－４ 吉田華代 Ｓ 渡部麻美 打切り 小倉美乃

女子【フィードインコンソレーション　１回戦】

a 2.アベンティス ○ ２－１ 3.群馬銀行 ｂ 6.東京エレクトロン ０－２ ○ 7.ＫＤＤＩ

Ｄ２ 今尾幸子 ○ ８－０ 菅野めぐみ Ｄ２ 齋藤央依 ３－８ ○ 大島文子
安達晶子 山口洋子 宮坂美香 前澤由美子

Ｄ１ 市川美織 ０－８ ○ 田村佳子 Ｄ１ 大原みのり ３－８ ○ 塚田真弓
小山かおる 岡田久美子 秋山ひとみ 藤江敦子

Ｓ 吉田千恵 ○ ８－６ 山崎理沙 Ｓ 浅川好美 打切り 大山玲恵



第45回関東実業団対抗テニストーナメント（ビジネスパル・テニス関東大会）・記録 ２００６－７－１６

＜第２日＞ 茨城県鹿島ハイツスポーツプラザ

女子【決勝】

1.日本航空 ０－２
8.ゴールドマン・
サックス証券

Ｄ２ 綿野麗子 ３－８ ○ 萩本美貴
金児洋子 小倉美乃

Ｄ１ 泉谷美樹 ２－８ ○ 柳井由紀
逢坂理恵 深澤由香里

Ｓ 内藤　歩 打切り 酒井麻有果

女子【フィードインコンソレーション　２回戦】

c 5.茨城県庁 １－２ ○ 2.アベンティス ｄ 7.ＫＤＤＩ １－２ ○
4.　三菱電機

エンジニアリング

Ｄ２ 穐山孝子 ３－８ ○ 今尾幸子 Ｄ２ 大島文子 ○ ８－６ 大野弥生
高松みよ子 安達晶子 前澤由美子 稲葉友紀

Ｄ１ 新山絹子 ○ ８－０ 市川美織 Ｄ１ 藤江敦子 ５－８ ○ 横田由佳
朝比奈政子 小山かおる 塚田真弓 吉田華代

Ｓ 渡部麻美 ５－８ ○ 吉田千恵 Ｓ 江間雅子 ０－８ ○ 松本幸恵

女子【３位決定戦】 女子【５位決定戦】

2.アベンティス １－２ ○
4.　三菱電機

エンジニアリング
5.茨城県庁 ○ ２－０ 7.ＫＤＤＩ

Ｄ２ 今尾幸子 ○ ８－３ 青木　泉 Ｄ２ 朝比奈政子 ○ ８－６ 大島文子
安達晶子 吉田華代 新山絹子 前澤由美子

Ｄ１ 市川美織 ０－８ ○ 大野弥生 Ｄ１ 穐山孝子 ○ ８－４ 塚田真弓
小山かおる 稲葉友紀 高松みよ子 江間雅子

Ｓ 吉田千恵 １－８ ○ 松本幸恵 Ｓ 渡部麻美 打切り 藤江敦子

女子【７位決定戦】

3.群馬銀行 ○ ２－０ 6.東京エレクトロン

Ｄ２ 山崎理沙 ○ ８－２ 宮坂美香
山口洋子 佐野真弓

Ｄ１ 田村佳子 ４－６ 大原みのり
岡田久美子 打切り 浅川好美

Ｓ 菅野めぐみ ○ ８－２ 齋藤央依
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   第４５回関東実業団対抗テニストーナメント 結果報告書    2006.7.23 
 
                                         栃木県庁 
                                 監督：阿久津定之  
 
１．大会概要  ・日程   平成18年7月15日(土)～16日(日) 
               ・会場     茨城県鹿島ハイツスポーツプラザテニスコート 
        ・主催     関東テニス協会 
        ・主管     茨城県テニス協会                   
      ・後援     朝日新聞社・茨城新聞社 

                ・協賛     ブリヂストンスポーツ株式会社 
        ・協力     鹿島セントラルホテル・鹿島ハイツスポーツプラザ 
 
２．試合方法 

・ 男子１６チームによるトーナメント戦。 
・ 試合はトーナメント戦であるが、コンソレーションにより順位決定戦

を行う。 
・ 複２試合、及び単１試合による対抗戦 
・ 単複に重複出場は出来ない。 
・ ８ゲームズプロセットマッチ、ノーアドバンテージスコアリング方式 

 
３．出場選手 

   １．阿久津定之 
         ２．鈴木秀男 
         ３．法師人行雄 
         ４．小林裕幸 
         ５．金子隆行 
         ６．江連雅晴 
          
 
４．試合結果 
    ■トーナメント１回戦 対 山 武（神奈川２位）：７月１５日(土) 
 
                   栃木県庁       １－②   山 武 
 

Ｄ２ 法師人行雄    ○８－２●  福山 隆 
                      金子隆行                 八尾健史 
 
                Ｄ１  鈴木秀男     ●４－８○  山口友哉  
                      小林裕幸                水上 正  

 
Ｓ  阿久津定之    ●８－９○  加藤元啓 

                           （10） 
      
 
■フィードインコンソレーション１回戦 対  山梨県庁（山梨１位）：７月１５日(土) 

 
                   栃木県庁        ②－１   山梨県庁  
                    
                Ｄ２ 金子隆行     ●６－８○   佐野 健 
              法師人行雄        宮川和博            
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Ｄ１ 阿久津定之   ○８－１●   水上浩之      
                      小林裕幸                  津金和貴 
                                                                     
                Ｓ   江連雅晴    ○８－２●  鎌田健義     
  
                                                           
 
 
■フィードインコンソレーション２回戦  対  足利銀行（栃木２位）：７月１５日(土) 

 
                   栃木県庁       ②－０   足利銀行 
 
                Ｄ２  鈴木秀男     ○８－５●  阿久津渉  
                      小林裕幸           中村紀昭  

 
Ｄ１ 法師人行雄    ○８－４●  関口泰男 
      金子隆行                渡部英明 
 
Ｓ  阿久津定之     １－１   関根庄二 
           打ち切り 

                            
 

 
■フィードインコンソレーション３回戦  対  日本原子力研究開発機構（茨城１位） 
                             ：７月１６日(日) 

 
                   栃木県庁       ②－１   日本原子力研究開発機構 
 
                Ｄ２  鈴木秀男     ●６－８○  菊地正彦  
                      小林裕幸           平根篤志  

 
Ｄ１ 法師人行雄    ○９－８●  天野英俊 
      江連雅晴       （５）    蛭田敏仁 
 
Ｓ  阿久津定之    ○８－２● 佐藤達彦 
 
 

 
■５位決定戦 対 ＪＦＥスチール千葉 （千葉２位）：７月１６日（日） 
 

           栃木県庁       １－②   ＪＦＥスチール千葉 
 
                Ｄ２  鈴木秀男     ●１－８○  寺澤健太郎  
                      小林裕幸           寺畠知道  

 
Ｄ１ 法師人行雄    ○８－４●  長島 智 
      江連雅晴            佐藤武男 
 
Ｓ  阿久津定之    ●６－８○ 近藤孝司 
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５．所感     
■トーナメント１回戦 対 山武（神奈川２位） 
初戦の相手は本大会初出場のチームでどんなチームかわかりませんでしたが、とても

まとまりのある良いチームでした。 
ダブルス２の金子・法師人選手は、初戦で緊張していましたが、中盤からはリズムに

乗り８－２で先取し幸先良いスタートだったのですが、ダブルス１の鈴木・小林選手

は、鈴木選手が熱中症気味で体調が良くなかったこともあり、序盤は接戦でしたが中

盤以降はなされ４－８で負けてしまい、１－１でシングルス勝負になりました。相手

の加藤選手はサーブの良い選手で、サーブアンドボレーで組み立てる選手でした。最

後までリターンに苦しみタイブレークになり、何度かマッチポイントがありましたが

ものにすることが出来ず、タイブレークを１０－１２で落とし、今年もコンソレーシ

ョンにまわることになってしまいました。 
 
■フィードインコンソレーション１回戦 対  山梨県庁（山梨１位） 
山梨県庁は常連のチームで、この大会でも何度か対戦し、また、毎年合同で合宿も行

っている相手なのでお互い知り尽くしている対戦相手だっただけに、やりやすい相手

でした。 
ダブルス２の金子・法師人選手は接戦でしたが、１ブレークの差で６－８で負けてし

まいましたが、ダブルス１の阿久津・小林選手が先にブレークするとそのままリズム

に乗り８－１で快勝し、シングルス勝負となりました。シングルスの江連選手は、今

大会が初めての大会で、しかも、勝敗を決める大事な試合となりましたが、タイミン

グ良くドロップショットを決め、相手のペースを崩し８－２と快勝し、デビュー戦を

白星で飾った。また、チームとしてもとても大きな１勝となった。 
 
■フィードインコンソレーション２回戦  対  足利銀行（栃木２位） 
ここまで来て、足利銀行と対戦すると思いませんでしたが、全国大会に出るためには

負ける訳にはいきませんので、前の試合休ませた鈴木選手を起用して、再び、鈴木・

小林選手でダブルスを組ませました。前半は接戦でしたが、後半はリズムに乗り何と

か８－５でダブルス２を取り、続く、ダブルス１も８－４で勝ち、２－０で快勝し、

明日へつなぐ事が出来た。 
 
■フィードインコンソレーション３回戦  対  日本原子力研究開発機構（茨城１位） 
いよいよ、全国を賭けた最終戦は、これまでにも何度か対戦しているチームで、上位

にも入っている強豪のチームだけに接戦が予想されました。ダブルス２の鈴木・小林

選手は、本来の調子が出ず、先にブレークしたものの、サーブをキープ出来ず、最後

も６－７で鈴木選手のサーブをブレークされ、６－８で負けてしまい全国の出場が危

ぶまれましたが、シングルスを８－２で決め、１－１となり、ダブルス１に全国がか

かりました。法師人・江連選手は調子が良く、７－５で先にマッチポイントを取りま

したが、逆に３ゲーム連取され、７－８と逆転されてしまいました。しかし、そこで

粘りタイブレークに持ち込み、タイブレークはいると６－１と先にマッチポイントを

取ったので、これでいけると思いましたが、４ポイント連取され、６－５まで追いつ

かれ勝敗の行方が分からなくなりました。しかし、最後は、法師人選手のスマッシュ

が決まり、見事、４年連続５度目の全国大会の切符を手にすることができました。 
 
  ■５位決定戦 対 ＪＦＥスチール千葉 （千葉２位） 
    ＪＦＥスチール千葉とは前年度も対戦し、接戦の末勝ちましたが、今年はダブルス

２の鈴木・小林選手の相手は、とてもダブルスの上手な選手で、１－８で簡単に落

とし、続くダブルス１の法師人・江連選手は前の試合の好調をキープし、８－４で

勝ち、シングル勝負となりました。しかし、前半リードしたものの、後半になって

パスのコースが読まれ、相手のサーブの調子も良く、６－８と競り負けし、今年も

前年度に続き６位となってしまいました。 
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６．まとめ  
   今年は、例年より梅雨明けが遅く天気が心配されましたが、そんな心配をよそに前

日、大会会場に着くと35度以上の暑さで、久しぶりの夏日にとても暑く感じました。
大会の２日間も天気が好く、暑さも厳しかったため、選手もコンディションを整え

るのはとても大変な天候になりました。 
そんな天候の中、我がチームのベテラン鈴木選手もコンディションを崩し、初戦か

ら厳しい戦いが続きました。今年は、新人の江連選手を連れて行きましたが、思っ

た以上の活躍をしてくれて、とても、大きな収穫のあった大会でした。鈴木・小林

選手のダブルスの調子が良くありませんでしたが、その分、法師人・江連選手のダ

ブルスが１２０％の出来で頑張ってくれ、今年は、チーム皆が1つになって勝ち抜い
た結果、全国に出場出来たと選手の皆さんに感謝しております。特に、全国出場を

かけた原研戦は法師人・江連選手がタイブレークを制したときの感動はとても忘れ

られない思い出となりました。 
全国大会まで、後、１ヶ月ありますので、ベストコンディションで大会に臨み、良

い結果を出してきたいと思いますので、今後ともご指導ご鞭撻をよろしくお願いい

たします。 
   最後に、権守委員長をはじめ、実業団委員会の皆様にはいろいろとご支援いただき、

本当にありがとうございました。 
以上 

 
 
 
 
 

 



第45回関東実業団対抗テニストーナメント結果報告書 

2006年7月31日 

 KDDI監督 藤江敦子 
 

１． 大会概要    日程  2006年7月15日（土）～16日（日） 

          会場  茨城県鹿島ハイツスポーツプラザ 

          主催  関東テニス協会 

          主管  茨城県テニス協会 

          後援  朝日新聞社 茨城新聞社 

          協賛  ブリジストンスポーツ株式会社 

          協力  鹿島セントラルホテル 鹿島ハイツスポーツプラザ 

 

２． 試合方法    ・各県代表8チームによるトーナメント戦（フィードインコンソレーション方式） 

          ・複2試合及び単1試合による対抗戦  

          ・8ゲームズプロセットマッチ、ノーアドバンテージスコアリング方式 

8オール7オールタイブレーク 

 

３． 出場選手   1  江間雅子 

2  前澤由美子 

3   塚田真弓 

4   大山玲恵 

5   藤江敦子 

6   大島文子 

 

４． 試合結果  【 6位 】 

◆ 1回戦 対 ゴールドマン・サックス証券（東京都）：15日（土） 

      KDDI      0 - ③  ゴールドマン・サックス証券 

   D2 江間雅子  ● 1 - 8 ○ 小倉美乃 

     大山玲恵           萩本美貴 

   D1 大島文子  ● 0 - 8 ○ 酒井麻有果 

     塚田真弓           深澤由香里 

   S  藤江敦子  ● 1 - 8 ○ 柳井由紀 

 

◆ フィードインコンソレーション 

 1回戦 対 東京エレクトロン（山梨）：15日（土） 

      KDDI     ② - 0  東京エレクトロン 

  D2 大島文子  ○ 8 - 3 ● 齋藤央依 

     前澤由美子          宮坂美香 

   D1 塚田真弓  ○ 8 - 3 ● 大島みのり 

     藤江敦子           秋山ひとみ 

   S  大山玲恵     打ち切り   淺川好美 

 

 

 

 



  2回戦 対 三菱電機エンジニアリング（神奈川）：16日（日） 

      KDDI      1 - ②  三菱電機エンジニアリング 

  D2 大島文子  ○ 8 - 6 ● 大野弥生 

     前澤由美子          稲葉友紀 

   D1 塚田真弓  ● 5 - 8 ○ 横田由佳 

     藤江敦子           吉田華代 

   S  江間雅子   ● 0 - 8 ○  松本幸恵 

 

 【 5位決定戦 】 対 茨城県庁（茨城）：16日（日） 

      KDDI      0  - ②  茨城県庁 

  D2 大島文子  ● 6 - 8 ○ 朝比奈政子 

     前澤由美子          新山絹子 

   D1 塚田真弓  ● 4 - 8 ○ 穐山孝子 

     江間雅子           高松みよ子 

   S  藤江敦子     打ち切り   渡部麻美 

 

５． 所感   

◆ 1回戦 対 ゴールドマン・サックス証券（東京都：1位）  KDDI 0-3 

 優勝候補の第２シードとの対決とのことで、勝算はあまり考えられないため、次の試合に備えてのコン

ディショニングのつもりで臨みました。D、Sとも特に凡ミスがあったというわけではなく常に相手が優位

であり、なすすべもない敗戦でした。さすがに結果１位となったチームは全員が個々に実力者であり、優

勝チームと戦えたことはよい経験でした。 

 

◆フィードインコンソレーション 1回戦 対 東京エレクトロン（山梨：8位） KDDI 2-0（打ち切り） 

山梨 対 茨城 の試合を観戦すると、猛暑の中でのシングルスの選手のストローク合戦であったことと

から、同選手は２試合連続ではでないと予想しました。D2大島・前澤は、そつなくポイントをとり、大島

のストロークと前澤のボレーで安心して見られる試合でした。D1塚田・藤江の相手はシングルスの選手で

した。普通にストロークをさせないように最初からロブで陣形を崩すことを考えると見事に的中し、相手

に攻撃の隙をあたえず勝つことができました。 

 

◆フィードインコンソレーション 2回戦 対 三菱電機エンジニアリング（神奈川：3位）KDDI 1-2 

 D2 大島・前澤は序盤から競り合い、6-6で先方のミスショットから形勢有利となりそのまま逃げ切って

の勝利でした。D1塚田・藤江は雁行でのストローク、ロブ戦でした。途中相手のポーチでポイントを取ら

れリードされてしまい追いつくことができませんでした。敗因は雁行になれていなかったのとポーチの差

にあるかと反省します。S江間の相手は恐らくチームno.1の選手であり、江間は持ち前の粘りを発揮でき

ずほとんどポイントも取れず完敗でした。神奈川ということで勝算はなしとみましたが終わってみればD1

の勝敗如何では上位入賞もありえたという惜しい結果でした。 

 

◆ 5位決定戦  対 茨城県庁（茨城：5位） KDDI 0-2（打ち切り） 

 3年前に出場した際も最終戦が茨城との 5位決定戦でした。前回はシングルスに勝負がかかっていたの

で今年も同対戦となることを予想して臨みました。D2大島・前澤は序盤から終始競り合い、相手のひとり

が不調であり付け込むチャンスでしたが、もう一人のプレーが固く崩すことができませんでした。デュー

スにはなってもポイントを取れないゲームが多かったのは反省点です。D1江間・塚田は積極的に攻撃し善

戦しましたが、中盤から相手にリードされ逆転することはできませんでした。2敗で打ち切りとなり Sに

繋げることができず残念でした。 



６． まとめ 

  会場の鹿島ハイツは出来立てのオムニコートのため、砂によるイレギュラーがあり力技より回転系の

ボールの方が効を奏した場面がありました。ドロー会議で告知されたとおり、クラブハウス・更衣室・ト

イレが完備されていなかったのは残念です。また、監督者会議の際、他チーム選手が監督をかねているた

め練習ができないとコメントしていましたが同感でした。もちろん都合がつけば、選手が試合に集中する

ためにも監督は別であるほうが望ましいとは思います。 

チームとしての反省は、練習により凡ミスは減ってきましたが決定力不足が感じられたことです。今後

の課題として取り組みたいと思います。また、再度出場する機会があれば是非 5位以内の入賞を目指した

いと思います。 

3年前に出場した経験より、大会では緊張することなく楽しく試合に臨めました。暑さ対策、体調管理

は万全で体調を崩すことはなく無事に帰れたのは社会人として何よりかと思います。 

最後に、本大会に出場するにあたり、強化練習会開催をはじめとする栃木県実業団委員関係者の皆様の

ご支援、ご協力に深く感謝いたします。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 


